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12月9日、'94ラリーアー卜賞、ドライパー・オブ

・ザ ・イヤーかの表彰が行われました。'94年度は、

ラリ一部門でCMSC道北の鎌田豊選手、ダートト

ライアル部門でCMSC岐阜の北村手口浩選手が受賞

いたしました。鎌田選手はち4全日本ラリー選手権シ

リーズBクラスに三菱ミラージュで参戦して 2勝を

挙げ初のシリーズチャンピオンを獲得。r19年目にし

て初めて、念J，買の日本ーになれて本当にうれしく思

っています。'95年も'94年Lス上に頑張りますので、皆

さんも気合いを入れて頑張って下さい。本当にあり

~MSC群馬

飯塚恒守

1'84香港~北京ラリーに参加して|

10月 22~28日の 1 週間で行われた香港~北京ラリー

がとうごぎいました。」とコメン卜に

もある通り感激ひとしおといったとこ

ろです。また、'94全日本ダー卜ラ AN

クラスシリーズチャンピオンに輝いた

CMSC岐阜の北村和j告選手はP93年

ちを押さえながらの l戦目から倒券と
いう好スター卜を切れました。苦手な 鎌田選手の走りと喜びの表彰式(上下段とも左)、北村選手の走りと表彰にて(上下段とも右)

丸和を克服した 5戦目で優勝し 3勝目を挙げてこの ありがとうございました。」と今年も快走を見せてく

栄冠を獲得できました。来年もより一層頑張ります。 れそうです。

広大な固で貴重な経験
パ、ラリーアー卜香港等との合同チームでしたので

各国の方々とのコミュニケーションには言葉も十分

に通じず戸惑いました。最初のサービスでは緊張も

手伝って何をやっているのか分からないような状態

でしたが、徐々に慣れてくると言葉のもどかしさも

に三菱ランサーディーラーチームのディーラーメカ 楽しさに変わり、サービスでも適度な緊張で作業が

ニックとして参加してきました。 出来るようになりました。

私は光栄にも(鮒クスコヰU幌社長の河崎さん、ラリー 余裕がある時は中国のすばらしい景色が目につき

アー卜の増岡さんとサービスカーに同乗させてもら ます。中国の景色は変化に富みスケールが大きく、

い、交替で運転とナビゲータをしてサービスポイン ヨーロッパ風の田園風最やクゃランドキャニオンのよ ん、増岡さんも寿命が縮む思いだった事でしょう。

卜を移動するという形でした。河崎さんは篠域塁手 うな所もあり、まるで世界中を旅行しているようで 今回はどの程度チームの役に立てたか分かりませ

のランサーの足廻りを作られたとの事で、メカニッ した。移動途中に屋台て食べたラーメンも忘れられ んが、出来ればもう一度何らかの形で参加してみた

クとしての気職とアイデアは素晴らしいものがあり ない味です。その他通常ではまず得られない経験を いと思っています。また、天安門広場の感激のゴ一

大変勉強になりました。増岡さんのドライブテクニッ 数々しましたが、中でも最終日早朝 l時からのサー ルまで無事たどり着けたのは、選考会からお世話に

クはサービスカーの運転でも驚くものがあり、もし ビスカーσ滞動て視界10m前後のj農霧カ、延々 200kmぐ なりましたラリーアー卜、タスカエンジニアリング、

このラリーでサービス力一部門があったなら優勝し らい続く高速道路を、サービスタイムに間に合う為 三菱自動車他ディーラーメカニックの方々、迷惑、

ていたのではないかと思います。また 2人とも気さ に睡魔&疲労と戦いながら必死で目をこらして運転し 怖い思いをさせたであろう河崎さん、増岡さんそし

くな方でとても楽しく過ごせました。 たことが一番印象に残っています。ゴール後、首筋 て応援していただいた皆様のお陰だと感謝しており

今回は 3台態勢ということでラリーアートヨーロッ が張り 3日位首が回りませんでした。きっと河原さ ます。ありがとうございました。



会員の皆様の

よりいっそうのご‘活躍を

大切にしていただきたいと願うと同時に、これまで て地区チャンピオンも 3人輩出する等各種競技会等

会の発展をずっと支え続けて下さいましたことを、 ではクラブ員の活躍ぷりと、上位入賞の嬉しい知ら

いまさらながら厚〈感謝致したいと存じます。 せが続々と聞こえてきました。各支部の主催大会は、

さて、会員の方々にとって、昨年はどのような一 年々盛大になってきていますし、着実にモータース

あけましておめでとうございます。 年でしたでしょうか。年頭にあたりまして、皆様そ ポーツの普及に貢献し続けていると考えております。

CMSCが発足して既に30年余。その問、モータ れぞれに昨年を振り返って感じること、新しい年に 最後になりましたが、会員の皆様がさらにいっそ

ースポーツを愛する者達の集まりとして順調に発展 対する期待や希望など、様々な思いがおありだと想 うご活躍されることを、あらためてお祈り申し上げ

し続けて参りました。既に、全国に19支部700余名の 像致します。わがCMSCにとりましては、'例年は ます。今年もどうぞよろしくお願い致します。

メンバーを擁する大キ邸哉となったいま、会員の皆様 なかなかに充実した一年であったのではないでしょ (CM S C会長外川一雄)

には、今後も CMSC会員であるというプライドを うか。全日本チャンピオンを前年に続き 2人、そし

CMSC香JlI

高竹優之

| G地区ダ四トラAWクラスシリーズ狗ンピオン | 

9戦中優勝8回、 2位 l因。これが私の'例年の戦

績です。ラリーからダートラに転向して 8年程にな

りますが年間 8勝というのは過去最多勝率であり、

5年連続でチャンピオンになる事ができました。

4月に開催された全日本第 2戦の四国ラウンドは、

地元ということで家族や友人の応援を受け、大激戦

の中ト ップテンに入賞でき非常に思い出深いイベン

卜となりました。車は今シーズンもランサーEvo.I

で参戦してきました。韓雨規定の変更やEvo.llの登

場て管しい戦いでしたが、この様な成績を収めるこ

とができ最高のシーズンでした。今年も地方選手権

チャンピオンと全日本上位を目指し頑張ります。

CMSC道北

栗津傑

l A地匿ラリーBクラスシリーズチャンピオン |

A地区ラリーシリーズに参戦して足掛け 5年目と

なる私にとって、チャンピオン獲得は長年の目標で

した。'93年はシリーズ5位と低迷したこともあり、

'例年も目標を達成出来なければ，'95年は活動を休止

しようと決め「背水の陣」の危機感で望みました。

その甲斐あって、自分でも順調すぎて不安になるほ

どの快進撃を遂げることが出来ました。今回目標を

達成できたのは、所属するカマタスポーツ代表でC

MSC道北会長である鎌田さんを始めとする、応援

していただいた皆様のおかげと感謝しております。

有難うございました。今年からはプライベートドラ

イパーとして、新たな目標に向け頑張ります。

年の締めくくりはサイダーシャワー?

|もみじ狩りダートトライアル'94I 

C M S C1liJ台↑亘例のもみじ狩Vダートトライアル

がオー トスポーツランド川崎で11月13日に開催され

ました。今回でもう 6回目になります。思えば毎年

悪天候て晴れの日のイベントの記憶がありません。

今回は宮城県戦の最終戦でもあり、エントラントは

ク化していました。4WDと2WDのMIVECの

一騎打ちでしたが、やはり 2WDのMIVECは速

かった/白坂選手がl分10秒台のタイムで他車をぷ

っちぎり優勝しました。30P Sの差がタイムに出ま

した。クラスEはランサーエボリューション一色と

言ってもいいほど。 1トライ目に 1分 8秒、 2トラ

イ目に l分 7秒を出した折口選手でしたが2トライ

目のパイロンタッチで4位へ。民念の一言です。あ

の速さにはスタッフ一同驚きました。結果は安定し

気合いが入っています。 た走りを見せた、はるばる横浜よりエントリーして

当日は、やはり今回も朝からの強い風時々雨が くれた梅津選手州憂勝しました。クラスNはタイヤ 者は飲酒運転にならないようにシャンパンの代わり

降ってくる最悪の天気の中、オフィシャルはガタガ のパース卜などでスター卜順が変わったりしたもの に三ツ矢サイダーのシャワ-'?今回からこれにしま

タふるえながらコースに入って行きました。参加台 の大きなトラブルはありませんでした。クラスVで した。皆さん免許主正は大切に。たくさんの商品を手

数は58台。今回のコースは一言でいうとミスコース はついに転倒車が出ましたが、 1回転し、またコー にエントラン卜は帰路につきました。エントラント

しやすいコースです。エントラントはミスコースの スに復帰しドアが開きながらも完走しました。 の方々、どうもありがとうございました。今回もト

ないように/ レースを終え、 CM S C1liJ台の、名物。いも煮で ラブルなしで順調にイベン卜を終了することが出来

クラス Iはシティをドライブする丹治選手刷憂勝。 心と体をあたためました。表彰式は太っ腹のCMS ました。クラブ員の皆様こ苦労様でした。

クラスEは13台中 9台がミラージュで殆と'ワンメイ C仙台と佐藤会長の、年に一度の大判振舞い。優勝 (CM S C仙台 高橋清)

只合健闘中..オールスM 一円より l 
大井こすゑ選手、涙の逆転優勝!
i 1日目のミスコースのダメージも 2日目は何とか

薄れ、自分の精一杯の走りをして逆転できました。

今年は、楽な一年ではなかっただけに喜ひ.も涙へと

かわりました。私を支えてくれる方々の大きさを再

認識させられたこの一年、感謝の一言です。」
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